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の監査方法・結果の相当性を判断しなければならないと規定さ
れることとなった（会社計算規則第127条～第129条）。会社計
算規則とは、会社法の規定により委任された会社の計算に関す
る事項を定めた法務省令のことである。 
3) 株式会社の監査等に関する商法の特例に関する法律の略称が
商法特例法である。商法特例法は、1974年の商法改正の際に制
定され、その後3回の改訂を経て会社法の出現と同時に廃止され
た。 
4) 商法特例法制定当時、監査委員会と監査等委員会は相当性判
断を実施していない。なぜならば、商法特例法が制定されたの
が1974年であり、監査委員会制度が商法（現在の会社法）に導
入されたのは2002年であり、監査等委員会が会社法に導入され
たのは2015年だからである。 
5) 以下では、本文で紹介しきれなかった相当性判断が新設された
消極的理由に関連する先行研究の見解をとりあげる。鳥羽
［2009］では、不適法意見の影響に関して、公認会計士・監査
法人が商法特例法における貸借対照表・損益計算書について不
適法意見を表明した場合には、これらの計算書類の承認を含め
さまざまな問題が噴出し、会社の運営は極めて厄介になると述
べている（鳥羽[2009]196）。さらに、鳥羽［2009］では、財務
諸表の適正表示に関する判断が会計基準準拠性に収束する以前、
我が国の証券取引法監査の判断基準の一つに、前事業年度と同
一の基準にしたがって継続して適用されているかどうかに関し
て監査意見を表明することとされていた際に会計監査人が不用
意に会計処理の変更に「不適法意見」を表明することのないよ
うに、事前に会計監査人の意見表明を否定する仕組みを導入し
たという見解が述べられている（鳥羽[2009]196）。 
6) 本論文は会計監査人と監査役等の連携をコミュニケーション
という。 
7)「コーポレートガバナンス・コード（企業統治指針）」に沿っ
た体制整備が東京証券取引所に上場する企業に求められている。
「コーポレートガバナンス・コード（企業統治指針）」は法律
ではないので強制力はないが、社外取締役を選任しない場合は
その理由を公表しなければならず、従わなければ社名が公表さ
れる。 
8) 日本公認会計士協会の監査基準委員会報告書260第9項では、
ガバナンスに責任を有するものを監査役若しくは監査役会又は
監査委員会と位置付けている。 
9) このことは、監査役が会計監査人と一緒に手を携えて監査す
る（「連携」する）のではなく、会計監査人の監査方法・監査結
果を独立した立場から監査するため、会計監査人と係わり合っ
て監査するという意味を表す「連係」するという用語を監査役
監査基準が採用していることからもわかる（大川［2004］101）。 
10)  IAASBの「統治責任者とのコミュニケーション
（COMMUNICATION WITH THOSE CHARGED WITH 
GOVERNANCE.）」（以下、ISA260という。）の内容をとりこん
で、日本公認会計士協会は2011年に監基報260を公表するに至っ
た。 
11)  会社法344条、会社法344条の2、会社法404条第2項第二号を
根拠条文とする。 
12) 判例の中ではコミュニケーションではなく、連係とよばれて
いる。 
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対談に見る司馬遼太郎
－つの対談集のまとめ－

A study on Ryotaro Shiba through the dialogues (4) 

 


全 彰煥
Changhwan John 
 
【Abstract】 
 
The main subject compiled the summary of three papers about five dialogues of Ryotaro Shiba ― “The Japanese 
and Japanese culture”, “The will to the Japanese”, “Think about the Japanese”, “Think about the history”, “The 
faces of Japanese” ―.  The study method classified direct references of Shiba in “Time distinction”, “Ttem 
distinction” and investigated it.  
I has given “Times subdivision” as one of the characteristics of historical view of Shiba in a precedent study. We 
understand that he finely divides the history, politics and the times into case distinction, person distinction and 
times in others of “Bright Meiji, Dark Showa” from the document of the summary. After all, I thought that Shiba 
recognizes the history as “a point” not “a line” and the connection of the “point” concerning “length” not the plane 
“side”. Therefore, there are only “winners” and “heroes”, and not the general “common people”. And I think that 
he liked “bravely ferocious samurai” and “common people” as its original form of which has fallen into the 
contradiction that cannot be compatible.  
In the history and the politics, there is the submission of the problem based on an objective judgment but little 
suggestion of a solution or new thought in there. But we must appreciate that he calls for the acuteness of land 
problems of the capitalism and suggest “a land deposit system” and practiced it by himself. After all Shiba is not 
only a historian but also a thinker. I cannot but say that he was “Only superior documentarist” knowing a lot of 
about the history. 
In the reality recognition, it is thought that he was “an idealist of the pessimistic inclination”. This is something 
like "Sense of the vanity of life in the Buddhism" so that suggests it by himself, and it may be said deeply associate 
with his historical view point. .So he felt pessimistic sense of the vanity of life for the history and heroes and might 
always look forward to new heroes. 
Finally I think that the tendency that the character of his work is recognized “as a new person in the works not a 
person in the history” among Japanese people should be studied through an individual work theory. 
 
Key words : 「司馬遼太郎の対談集」－ “Dialogues of Ryotaro Shiba”. 「司馬史観」－ “The SHIBA's 
viewpoint of history”, 「歴史細分化」*－ “ The historical subdivision” 


                                                   
* 論者は先行研究で、司馬氏の歴史観の特徴の一つとして「時代細分化」を挙げたことがあるが、今回のまとめ作業を通
して、司馬氏は歴史研究家ではない立場から歴史的
・ ・ ・
人物
・ ・
や事件
・ ・
を取り上げてきたこと等を勘案して、本論では「歴史細分
化」と言い直している。 
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．はじめに

論者はこれまでに 編の論考にわたって、司馬
遼太郎（以下、司馬）が残した つの対談集にお
ける司馬自らの言説に関する連続的な研究を行
ってきた。本論はそのまとめの考察となり、取り
上げた つの対談集は以下の通りであるが、テキ
ストの選定においては、ドナルド・キーン氏との
対談である『日本人と日本文化』の他は、対談の
相手に拘わりなく年代別の代表単行本（いずれも
論者基準）として選んだことを言っておきたい。
本研究ではこれまで考察してきた対談におけ
る司馬氏の直接的言説内容を対談時期と観点別
に分類しその内容と変化の特徴について探って
みることにする。本論末に付した【資料】は、そ
れを一覧表記したものである。

区分 書名 発行所 発行年初刊 対談者
 『日本人と日本文化』 中公文庫  ドナルド・キーン
 『歴史を考える』 文春文庫  萩原延寿・山崎正和・網淵謙錠
 『日本人を考える』 文春文庫  梅棹忠夫・犬養道子、他 人
 『日本人の顔』 朝日文庫  江崎玲於奈・黒田寿郎、他 人
 『日本人への遺言』 朝日文庫  田中直毅・宮崎駿、他 人
本論では、この【資料】の考察から見えてき
た司馬の歴史観―それは一般に「司馬史観」と
よばれたりもするが―の特徴を紡ぎ出すこと
になると考える。

．５つの対談集における司馬遼太郎の表現
言説の考察

本研究で取り上げた５つの対談集のそれぞれ
における特徴的な司馬の言説を抽出し、それぞれ
私なりの考察を加えるならば、以下のようにまと
められる。

–．『日本人と日本文化』
『日本人と日本文化』に表われている司馬の観点
をまとめると、次のとおりである。
⑴ 朝鮮韓国の「小中華」と日本の「ミニ中国
化」は似ていても違うし、朝鮮韓国は、小
中華の過程で政治的自主性を失い、文学的遺
産が作れなくて残せなかった。
⑵ 日本文化の特徴的属性は①女性的「たおや
めぶり」②閉鎖性 ③渋い ④銀の世界
である。また、閉鎖の時代に日本らしいもの
が造られた。それは中国の六朝時代の南朝と
百済と関係がある。
⑶ 司馬の好きな時代は ①古代上代日本
②戦国時代 ③足利義政の東山文化期
④江戸初期 ⑤明るい明治期である。
⑷ 日本人は原理に鈍感なわけで、大陸の儒学は
「生活習慣や体制」ではなく、「倫理綱領」
だけの形で受け入れられたので、日本武士の
忠義はもっぱら主人との直接的な「犬の忠義」
みたいなものである。仏教は、宗教ではなく
「美」と「美意識」といった形だけで受け入
れられた。より日本的なものは「禅」と「神
道」である。
⑸ 戦争はページェントみたいなものであり、江
戸時代全般は退屈だった。
⑹ 日本の近代化に貢献した外国人を再評価す
べきである。

上記のまとめから、
日本文化ならではの特異性を認める立場で、
大陸の儒学と仏教が日本文化の根幹である
と考える。さらに、儒学と仏教が「生活習慣
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や体制」として定着していないという司馬の
主張に対しては、疑問点があり全面的賛同は
できない。
朝鮮韓国の儒学と仏教が、非現実的に観念
化しすぎてしまって弊害をもたらしたのは
認めるが、それは半島国の地理的・政治的結
果のものであると考える。また、科学的・実
証的資料を大事にする歴史小説家としての
司馬氏が、朝鮮韓国関係においてはそうで
もなかったということを指摘したい。
本書でもっと明らかになっている司馬氏の
「歴史細分化」と日本文化の属性に対する認
識は、彼の「現実認識」の問題と関係づけて
判断する必要があると考えられる。

司馬史観は、部分的な歴史的真実の無視・漏れ
による普遍性の欠如という致命的弱点が内在し
ていてそれが右派保守系によって悪用されてい
るにも係わらず、日本国民の圧倒的な支持を受け
ているし、司馬は「神様」として崇められている。
実に彼の著作は、もう一億二千万部以上販売され
ているから、日本人なら司馬の著作を一冊以上は
持っていることになる。そして、日本人は司馬の
作品から「歴史的人物としての彼等」ではなく「司
馬作品の登場人物として彼等」を愛しているとい
う作品性を看過してはいけないと考えられる。

．『歴史を考える』
『歴史を考える』で注目すべき表現は、次のと
おりである。
⑴ 日本人には農村的現実主義がある。
⑵ 日本は、時代と現実に順応する二流の正義の
国で、徹底的な危機感がないから裏切りもで
きる。
⑶ 日本は、二流的行動の裏切りがあるために社
会は安定し、ヒトラー的な大悪名もなかった。
⑷ 一人のヒトラーも出さずに太平洋戦争を起
すなどというのは、深刻に考えなければなら
ない体質である。
⑸ 日本は、アジア侵略についても、もっと過激
な無責任なことを言っている。
⑹ 中国人は、日本人に論理が消えて行動が始ま
ることを警戒する。
⑺ 信長と秀吉は、大航海時代の潮流に乗ってわ
けである。
⑻ 征韓論から見た西郷の世界戦略は理論的に
は正しいが現実に合わなかった。
⑼ 人間の行動を美しくさせる基準、原理が侍社
会にはあった。
⑽ 原理のない日本はあまりにも追い詰められ
たら、もう、武力しかない。

以上のまとめ資料⑴⑵⑶から解るように、日本
は「農村的現実主義」を基に時代と現実に順応す
ることによって国と社会の安定を追求するから
「裏切り」も可能で、これは「二流の正義」で、
日本は「二流国家」だと自ら分析し結論づけてい
る。論者は、歴史と政治において、日本の国家的
水準付けに迷わされてきたが、司馬氏の言及を認
めざるを得ない。
また、⑶⑷⑸は、司馬氏の戦争責任に対する認
識を克明に示している。特に、日本は「ヒトラー
的大悪名もない」し、「一人のヒトラーも出さず
に戦争を起した」と「ヒトラー」云々するのに、
ただ驚かざるを得ない。原理も歴史認識もない
日本の政治と政治家に― 司馬氏は、歴史認識を
持っていた日本の政治家は徳川慶喜が唯一だっ
たと述べたことがある― もう希望的な期待は
できないし、だから、近隣の国々が頻りに警戒し
ているのは当たり前のことである。
また、西郷隆盛の征韓論を否定的に述べたのに
もかかわらず理論的には正しかったが、ただ現実
に合わなかったと矛盾的した発言をしているの
が解る。そして、秀吉が大航海時代の乗っかった
わけだと肯定的側面で言っているのは、他の対談
で一貫して朝鮮出兵の無謀さを批判したことに
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反する所として指摘しなければならない。
 最後に、侍の原理しか持っていない日本は、外
国から追い詰められたら「武力」に頼るしかない
と述べたのは、現実の政治問題に対して「悲観主
義者」であった直接的証拠として挙げられると思
う。

．『日本人を考える』
『日本人を考える』での項目別注目すべき表現
は、次のとおりである。
■ 日本人・日本社会について
⑴ 日本は伝統的に「無層社会」で「社会的対流
のいい」組織社会である。
⑵ 日本人は特定の思想に縛られない柔軟性の
ある「あっけらかん民族」である。
⑶ 日本人は「0DVVK\VWHULD現象」の危険性を
持っている。だから、自分は国民的盛り上が
りを信用しない。
⑷ 「無抵抗平和主義」「多文化への同化」まで
も厭わない柔軟な社会を志向すべきである。
⑸ 日本は「建て前」と「内実」の二重性を
持っている。
⑹ 当時の学生運動は「共同幻想」に駆られて、
排他的に「細分化」している。
⑺ 日本は「武」の統御から安定感が得られる「臨
戦態勢の国」である。
⑻ 「侠友」の精神は縦割りの日本社会に合わ
ない。
⑼ 外国人によく言われる「躍起な形相の日本人」
は宿命である。
⑽ 日本の政治家は大体「口舌の徒」である。
⑾ 相対的思考をする日本人は「一人集中絶対権
力への反感」を持っている。
⑿ 土地は共有すべきである。
⒀ 日本人には騎馬民族系の要素がある。
⒁ 日本は頭から単一民族である。
⒂天皇制は日本最大の発明品である。
■ 歴史・国際関係について
⑴ 江戸時代は「秩序美」の面で日本文明の頂点
の時代であって、世界史上、文明をコントロ
ールした唯一の例になる特異な時期であっ
た。
⑵ 織田信長の「思想的毒素」が好きで、彼の革
新政治には近代的要素がある。
⑶ 伝統的に日本は国際情勢に鈍感で外交も下
手だった。太平洋戦争はその一例である。
⑷ 日本は有史以来貧乏であった。
⑸ 日本は、徳川慶喜以外に歴史認識を持ってい
た政治家はいない。
⑹ 横の関係に歴史と伝統はない。
⑺ 朝鮮は観念的「建て前主義」である。
⑻ 中国はほぼ単一民族である。
○ 思想・イデオロギーについて、
⑴ 思想はフィクションであり、その寿命は三、
四十年ぐらいである。
■ 儒学・仏教について
⑴ 仏教は宗教と思想の生活規範ではなく、芸術
の形として導入され定着したので、東南アジ
ア諸国と食い違いがある。
⑵ 一神教は日本人に合わないし、自分も違和感
を覚える。
⑶ 空海は最初から中国の真言密宗に着眼し日
本で再編成した。
⑷ 日蓮宗は古代日本人の活発さを煽りだす力
がある。
⑸ 陽明学も一部支配層に王陽明の「気分」「生
気」だけが日本人の何らかと結びついている。
■ 人間・人類について
⑴ 人間はアホで文明と心中しようする。
⑵ 人類の滅亡はやむを得ない。
⑶ 変化に柔軟であっけらかん日本人の「望まし
い舵取り方」は、神に頼るしかない。
⑷ 現代の民主主義はもう電池切れにかかって
いるから、「偉大なる支配者」による「新し
い猛烈な思想」が望まれる。

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⑴ 日本は伝統的に「無層社会」で「社会的対流
のいい」組織社会である。
⑵ 日本人は特定の思想に縛られない柔軟性の
ある「あっけらかん民族」である。
⑶ 日本人は「0DVVK\VWHULD現象」の危険性を
持っている。だから、自分は国民的盛り上が
りを信用しない。
⑷ 「無抵抗平和主義」「多文化への同化」まで
も厭わない柔軟な社会を志向すべきである。
⑸ 日本は「建て前」と「内実」の二重性を
持っている。
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当時の学生運動は「共同幻想」に駆られて、
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は宿命である。
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⒀ 日本人には騎馬民族系の要素がある。
⒁ 日本は頭から単一民族である。
⒂天皇制は日本最大の発明品である。
■ 歴史・国際関係について
⑴ 江戸時代は「秩序美」の面で日本文明の頂点
の時代であって、世界史上、文明をコントロ
ールした唯一の例になる特異な時期であっ
た。
⑵ 織田信長の「思想的毒素」が好きで、彼の革
新政治には近代的要素がある。
⑶ 伝統的に日本は国際情勢に鈍感で外交も下
手だった。太平洋戦争はその一例である。
⑷ 日本は有史以来貧乏であった。
⑸ 日本は、徳川慶喜以外に歴史認識を持ってい
た政治家はいない。
⑹ 横の関係に歴史と伝統はない。
⑺ 朝鮮は観念的「建て前主義」である。
⑻ 中国はほぼ単一民族である。
○ 思想・イデオロギーについて、
⑴ 思想はフィクションであり、その寿命は三、
四十年ぐらいである。
■ 儒学・仏教について
⑴ 仏教は宗教と思想の生活規範ではなく、芸術
の形として導入され定着したので、東南アジ
ア諸国と食い違いがある。
⑵ 一神教は日本人に合わないし、自分も違和感
を覚える。
⑶ 空海は最初から中国の真言密宗に着眼し日
本で再編成した。
⑷ 日蓮宗は古代日本人の活発さを煽りだす力
がある。
⑸ 陽明学も一部支配層に王陽明の「気分」「生
気」だけが日本人の何らかと結びついている。
■ 人間・人類について
⑴ 人間はアホで文明と心中しようする。
⑵ 人類の滅亡はやむを得ない。
⑶ 変化に柔軟であっけらかん日本人の「望まし
い舵取り方」は、神に頼るしかない。
⑷ 現代の民主主義はもう電池切れにかかって
いるから、「偉大なる支配者」による「新し
い猛烈な思想」が望まれる。

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以上から、司馬氏が社会の現実・現状について
割と客観的に分析し、問題点を提起していると思
えるが、それに関する解決策が見当たらないのを
指摘したい。そして、「理想主義的性向」と人間
に対する「悲観的認識」を指摘したい。

．『日本人の顔』
 『日本人の顔』で注目すべき表現は、次のとお
りである。
⑴ 日本には古代があったというよりも未開時
代があったというべきなのではないか。
⑵ 古代日本地域は未開地帯だから、文明の意識
と技術を身につけて朝鮮半島からやってき
て文明を扶植した場合、「渡来」という言い
方がリアリズムである。
⑶ 鎌倉期は、人の田地を武力で取ったりする
ことも公認する体制であったから、猛々しき
競争を認めた体制とも言える。ここでアジア
離れするわけである。
⑷ 百済は、人口も少なくて、五百万もいればい
いほうじゃないか。だけど、五百万ごと来て
も、入植できるだけの地方は近畿地方でさえ
たくさんあった。百済の上層階級は日本の官
僚を形成するし、農民階級は山野の地主にな
る。
⑸ 当時の密偵で生き残った連中彼らの聖像
は神功皇后だったことに賛成する。
⑹ 常識から言って、神功皇后的な征韓行動とい
うか、エネルギーというか、そういうものは
低い生産しかない地域で成立しっこない。日
本では鉄器の大量生産は六世紀からなんだ
から。
⑺ 明治の陸軍参謀本部が、日本史を、つまり明
治の歴史観をつくることの母体もしくは推
進役、もしくは刺激剤の役目を果たしたとい
うのは、私に資料がすくなくてよくわからな
い。
⑻ 日本の参謀本部がつくられたと同時に、参謀
本部の一番優秀な連中がスパイになって―
主に朝鮮、中国に―派遣されるのが常例に
なっていた。
⑼ 十九世紀のヨーロッパは異常の帝国主義時
代で、日本が強国になるには侵略する－例
えば「征韓論」－以外にないというのは心
理的にあるもので、正義であった。
⑽ 土地は原則としては、共有のものである。こ
の土に生きている百姓は無競争の心をもつ。
これが朝鮮半島の百姓の姿で、今もその匂い
を残している。
⑾ 朝鮮船が漂着したというのは、面白い言い方
だし、日本史の中でまだ光のあたっていない
部分である。
⑿ 中国も朝鮮も半乾燥地帯で、日本のようなモ
ンスーン地帯に比べれば、樹木の復元力が少
ない。
⒀ 山を裸にする技術、その技術の上に古代冶金
文明が出来上がる。そして世界でも稀なくら
い森林の復元力の盛んな日本で、鉄器が栄え
るのは当たり前であった。

以上のまとめから、日本史において、古代より
未開時代があったと言うべきだとのいうことと
渡来人という用語をリアリズムの面で見ている
司馬氏の観点、そして日本のアジア離れが鎌倉の
武士文化の定着からであるという意見には、大旨
同意する。
 百済の渡来人に関するまとめ資料⑷の表現に
ついての論者の意見は次のとおりである。
渡来人自らの正体性確保・維持に失敗してしま
ったという推論 
渡来人政治勢力に対する歴史的評価に重大な
欠如がある可能性 
日本文化の包容性、すなわち、アメリカ式の
「0HOWLQJ3RW」みたいな文化収容能力が作用
したのではないかという推論が挙げられると
思う。
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 まとめ資料の⑸⑹と⑺⑻は、本書で一番目立つ
矛盾な所である。特に、対談のかけ離れた所でも
なく、問答の前後の即答であることを勘案すると、
返事に困った時の言い回しか、迂回した認めであ
る印象を拭えない。
 資料⑼は、征韓論者別の否定的判断とは別の認
識を表している。⑽で、司馬氏が言おうとした
のは何であったのかよく解らない。また、当時韓
国の土地問題や農業・農村の現実は反映されてい
ないのを指摘したい。資料⑾⑿⒀は、部分的誤解
や間違いの可能性を挙げたい。

．『日本人への遺言』
 『日本人への遺言』に表われている司馬の観点
をまとめると、次のとおりである。
⑴ 現代資本主義の土地問題を深刻に認識し、問
題解決のためには経済論理ではなく、倫理
的・哲学的に接近しなければならない。
⑵ （司馬氏は）土地公用制に関心があったが、
現実的には土地供託制を提案して、それを自
ら実践した。
⑶ 太平洋戦争は「捨て鉢で始めた戦争」であっ
て、明治軍事政権の陸軍に対しては否定的に、
海軍に対しては肯定的な立場を堅持してい
た。
⑷ 倫理綱領としての「礼儀作法」は大事なもの
である。
⑸ 日本人と日本文化について「集団ヒステリー」
「ペロンとした国」「原理不足の文化」「国際
化に苦手」な面がある。
⑹ 神秘主義に反する合理主義者でありながら、
土地の問題と米の問題と琵琶湖の問題では
神秘主義的側面の可能性を仄めかしている。
⑺ （朝鮮は）「小中華」を自称するほど儒教的
性向が強まった国で、日本との貿易はオラン
ダに劣るくらいではなかった。
⑻ 独自の「文明」と「文化」論を挙げて、両方
はいつも調和と反目を繰り返している。
⑼（司馬氏は）宿命的な日本人の閉鎖性、人類・
人間という普遍的言葉・価値観への悲観的懸
念、人類文化のエスノセントリズム的傾向を
指摘した。

以上をもって、司馬氏が、社会のリーダー・知
識人として実物経済にも関心を持って国のこと
を心配し、国の将来について積極的に呼び掛けた
ばかりではなく、解決策を提案し自ら実践したこ
と、「太平洋戦争」「満州国経営」の不当性を認め
ていること、日本人と日本文化の弱点や危険性を
見抜いて素直に述べたこと、朝鮮儒教文化の弊害
に対して率直な意見を表明したことは、肯定的に
好評すべきだと考える。
反面、合理性・科学性・普遍性を根幹としなが
らも、倫理的・哲学的接近方法を強調している理
想的・非現実的性向の可能性を指摘せざるを得な
い。さらに、ここで言っている人間として守るべ
き「礼儀作法」は、「生活習慣と体制」化した儒
教と仏教とは違うものなのかという疑問点を提
起したい。そして、「朝鮮は貨幣ゼロの国」とい
ったのと「朝鮮は日本とオランダ並みの貿易をし
ていた」という意見の間の矛盾と実証的資料の欠
如を指摘しなければならない。
また、（反神秘主義者としての）神秘主義的要
素、歴史細分化に内在しているかも知れない多重
的基準と悲観的性向が、彼の作品と歴史認識の根
底に含まれている可能性を挙げたい。

．司馬言説の特徴と司馬史観の問題点

論者は先行研究で、司馬氏の歴史観の特徴の一
つとして「時代細分化」―本論では「歴史細分
化」―を挙げたことがある。これは、「司馬史観」
の象徴的表現として言われている、謂わば「明る
い明治、暗い昭和」に関する分析方法として論者
が名づけた用語である。まとめの資料から解るよ
うに、彼は「明るい明治、暗い昭和」の他にも、
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 まとめ資料の⑸⑹と⑺⑻は、本書で一番目立つ
矛盾な所である。特に、対談のかけ離れた所でも
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である。
⑸ 日本人と日本文化について「集団ヒステリー」
「ペロンとした国」「原理不足の文化」「国際
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に対して率直な意見を表明したことは、肯定的に
好評すべきだと考える。
反面、合理性・科学性・普遍性を根幹としなが
らも、倫理的・哲学的接近方法を強調している理
想的・非現実的性向の可能性を指摘せざるを得な
い。さらに、ここで言っている人間として守るべ
き「礼儀作法」は、「生活習慣と体制」化した儒
教と仏教とは違うものなのかという疑問点を提
起したい。そして、「朝鮮は貨幣ゼロの国」とい
ったのと「朝鮮は日本とオランダ並みの貿易をし
ていた」という意見の間の矛盾と実証的資料の欠
如を指摘しなければならない。
また、（反神秘主義者としての）神秘主義的要
素、歴史細分化に内在しているかも知れない多重
的基準と悲観的性向が、彼の作品と歴史認識の根
底に含まれている可能性を挙げたい。

．司馬言説の特徴と司馬史観の問題点

論者は先行研究で、司馬氏の歴史観の特徴の一
つとして「時代細分化」―本論では「歴史細分
化」―を挙げたことがある。これは、「司馬史観」
の象徴的表現として言われている、謂わば「明る
い明治、暗い昭和」に関する分析方法として論者
が名づけた用語である。まとめの資料から解るよ
うに、彼は「明るい明治、暗い昭和」の他にも、
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歴史・政治・時代を事件別・人物別・時期別に決
め細かく分けている。つまり、司馬氏は歴史を「線」
ではなく「点」として認識しているし、その「点」
のつながりを平面の「横」ではなく「縦」の関係
で認識していると考えられる。だから、そこには
「英雄」と「勝ち組」ばかりがあって、一般の「庶
民」は無い。そして、司馬氏自らは、いくら「凛々
しく猛々しい侍の原形」に憧れていて、「地味で
渋い百姓」を好んだとしても、結果的には両立で
きない矛盾に陥ってしまったと言える。
歴史と政治においては、客観的判断を基に問題
の提起はしていても、解決策または新たな思想の
提案はほとんど無い。ただ、資本主義の土地問題
の深刻さを呼びかけて「土地供託制」を提案し自
ら実践したことは、高く評価しなければならない
と思う。結局、司馬氏は思想家でもなく歴史家で
もない、単なる「歴史小説家」であって、歴史に
詳しい「優れたドキュメンタリー作家」であった
と考えられる。
現実認識においては、「人・人類」「文化」「仏
教」「土地・米」に関する表現から判断した場合、
司馬氏は「理想主義者でありながら悲観的性向の
人だった」と思える。これは、司馬氏自身も仄め
かしているように、「仏教的無常観」みたいなも
ので、彼の歴史観と深く関わっていると言えるだ
ろう。それで、彼は歴史と英雄たちに対して悲観
的無常観を感じ、常に新たな英雄を待ち望んでい
たのかも知れない。
司馬氏の作品の登場人物が日本人の間で「歴史
の中の人物ではなく、作品の中の新たな人物とし
て認識されている」傾向は、作品論を通して研究
分析すべきであると思う。

．おわりに

 司馬氏の対談は、「『司馬遼太郎対談選集、全 
冊』、文春文庫、」の選集と単行本等を網羅
するとその数が 以上もあるし、講話集と手紙
集を含めるとより膨大な量になる。論者はいくつ
かの小説を通して司馬氏に傾倒するようになっ
てから、韓国人として、彼の歴史
・ ・
観
・
を小説作品で
はなく多様な直接的言説を対談から探ってみた
いと思うようになったのが本研究の動機である
が、連続研究を進めながら浮き彫りになった疑問
点は、）「歴史小説の神様」と賞賛される一方で、
所謂「司馬史観」に対する極端的な批判― 中塚
明、中村政則等による― があること、）名高
い名声にも関わらず東アジア近隣国にさえ認め
られていない国際的普遍性の欠如ということが、
それである。
 論者は、司馬氏の歴史観は、決して保守右翼に
偏っているとは言えない、科学的、合理的、事実
的立場に基づいているし、日本国内に向けても確
かに客観的観点から問題点を提起していると思
うようになった。また、これを彼の業績として評
価すべきであると考える。因みに、「明るい明治、
暗い昭和」はその明白な証であると挙げたい。
対朝鮮関係において、一部誤解をもたらしたの
は、史料不在と事実関係不確認によるものである
と判断されるわけで、この点に対する韓国人朝
鮮人の平価切り下げの傾向は、司馬氏の客観的
対朝鮮観の肯定的面を見逃してしまう危険性と
して指摘したい。 
また、限られた５つの対談集の中の司馬氏の言
説だけを取り上げて論じることによって、対話全
体の論旨の核心を掴めないまま、言葉尻を捉えて
言いがかりをつけてしまう―結果的弱点とし
て、最初から憂慮していたのだが―可能性の印
象を自らも拭えないのが率直な気持ちでもある。
 最後に、司馬氏に対するより正しい国際的―
小範囲では、東アジアと中国、韓国の― 評価を
導き出すだめには、彼が日本と日本人に対して指
摘した問題点を、客観的立場から選別し認め受け
入れることと、それについて普遍的基準による議
論を通して未来志向的教訓としなければならな
いと思う。
－ 55 －
対談に見る司馬遼太郎(4) ― 5つの対談集のまとめ ―　（全　彰煥）
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－ 56 －
九州情報大学研究論集　第18巻（2016年３月）
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【
資
料
】
 
 大 分 類

小 分 類

『
日
本
人
と
日
本
文
化
』

初
刊
：


年

月

テ
キ
ス
ト
：


年

月

『
歴
史
を
考
え
る
』

初
刊
：


年

月

テ
キ
ス
ト
：


年

月

『
日
本
人
を
考
え
る
』

初
刊
・
テ
キ
ス
ト

：


年

月

『
日
本
人
の
顔
』

初
刊
：


年

月

テ
キ
ス
ト
：


年

月

『
日
本
人
へ
の
遺
言
』

初
刊
・
テ
キ
ス
ト

：


年

月

歴 史 ・ 政 治

歴 史

①
「
日
本
精
神
」
と
い
う
暗
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
昭
和
初
期
か
ら

年
ま
で
の
時
期
ま
で
の
わ
ず
か
の
期
間
の
こ
と
で
あ
る
。
S


!
①
(外
国
か
ら
の
外
圧
と
い
う
の
は
元
寇
以
来
、
何
回
か
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
ほ
ん
の
皮
膚
摩
擦
程
度
で
終
っ
た
。
S

!

②
日
本
史
に
お
い
て
民
衆
レ
ベ
ル
ま
で
が
歴
史
に
参
加
で
き
た
の
は
、
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
足
利
尊
氏
の
最
初
の
段
階
で
あ
る
。
S

!

③
山
県
が
結
局
明
治
体
制
を
つ
く
る
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、「
官
僚
国
家
」
と
「
軍
」
の
二
つ
の
根
幹
を
握
っ
て
離
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
陰
鬱
な
明
治
で
す
。
伊
藤
が
つ
く
っ
た
の
は
明
る
い
明
治
だ
と
も
い
え
る
。
S


!
④
明
治
国
家
は
大
久
保
の
継
承
者
で
あ
る
山
県
の
作
品
で
あ
る
。
S


!
⑤
尊
氏
の
偉
大
さ
に
比
べ
て
、
そ
の
あ
と
に
始
ま
る
室
町
幕
府
と
い
う
の
は
実
に
だ
ら
し
な
い
政
権
で
、
政
治
的
没
理
想
の
モ
デ
ル
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
。
S

!

⑥
会
津
藩
の
悲
劇
は

日
本
史
の
中
で
も
っ
と
も
痛
ま
し
い
情
景
で
あ
る
。
S


!
⑦
一
人
の
ヒ
ト
ラ
ー
も
出
さ
ず
に
太
平
洋
戦
争
を
起
こ
す
な
ど
と
い
う
の
は
、
よ
ほ
ど
深
刻
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体
質
で
あ
る
。
誰
が
太
平
洋
戦
争
を
起
こ
し
た
か
と
い
う
の
が
わ
か
ら
な
い
国
家
っ
て
あ
る
か
。
―
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
侵
略
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
過
激
な
無
責
任
な
こ
と
を
言
い
ま
す
。
S


!
⑧
歴
史
的
緊
張
期
に
反
革
命
の
側
に
立
つ
会
津
藩
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
演
劇
要
素
の
高
い
存
在
で
あ
っ
た
。
S


!
⑨
秀
吉
の
海
外
伸
長
と
い
う
自
己
肥
大
の
病
気
を
育
て
た
の
は
、「
時
代
」
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
信
長
、
秀
吉
は
、
大
航
海
時
代
の
潮
流
に
の
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
S


!
①
明
治
か
ら
終
戦
ま
で
の
天
皇
制
と
い
う
の
は
、
朱
子
学
の
影
響
を
受
け
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
S

!

②
太
平
洋
戦
争
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
の
が
誰
な
の
か
。
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
。
今
後
も
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
不
思
議
な
国
っ
て
な
い
。
S

!

③
日
本
の
歴
史
は
、
縄
文
式
の
こ
ろ
か
ら
、
飢
え
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
心
の
歴
史
で
あ
る
。
S

!

④
横
の
関
係
に
歴
史
と
伝
統
は
な
い
。
S


!
⑤
政
治
家
が
歴
史
を
認
識
し
て
演
技
を
す
る
中
国
と
は
違
っ
て
日
本
で
は
、
徳
川
慶
喜
だ
け
が
歴
史
認
識
が
あ
っ
た
。
S


!
①
日
本
に
は
古
代
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
未
開
時
代
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。
S

!

②
鎌
倉
期
は
、
人
の
田
地
を
武
力
で
取
っ
た
り
す
る
こ
と
も
公
認
す
る
体
制
で
あ
っ
た
か
ら
、
猛
々
し
き
競
争
を
認
め
た
体
制
と
も
言
え
る
。
こ
こ
で
ア
ジ
ア
離
れ
す
る
わ
け
で
あ
る
。
S

!

③
朝
鮮
半
島
と
の
往
来
が
少
し
不
自
由
に
な
る
の
は
律
令
体
制
の
出
発
か
ら
で
あ
る
。
S


!
④
律
令
国
家
を
つ
く
る
の
に
、
全
部
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
に
朝
鮮
半
島
の
行
政
経
験
者
と
か
軍
事
経
験
者
の
渡
来
を
仰
い
だ
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
彼
ら
渡
来
人
は
大
和
、
今
の
飛
鳥
の
辺
り
に
住
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
S


!
⑤
百
済
は
、
人
口
も
少
な
く
て
、
五
百
万
も
い
れ
ば
い
い
ほ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
だ
け
ど
、
五
百
万
ご
と
来
て
も
、
入
植
で
き
る
だ
け
の
地
方
は
近
畿
地
方
で
さ
え
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
百
済
の
上
層
階
級
は
日
本
の
官
僚
を
形
成
す
る
し
、
農
民
階
級
は
山
野
の
地
主
に
な
る
。
S


!
⑥
平
安
初
期
で
は
、
近
畿
の
住
民
の
三
割
ま
で
は
新
渡
来
人
で
あ
る
。
S


!
⑦
当
時
の
密
偵
で
生
き
残
っ
た
連
中
彼
ら
の
聖
像
は
神
功
皇
后
だ
っ
た
こ
と
に
賛
成
す
る
。
S


!
⑧
常
識
か
ら
言
っ
て
、
神
功
皇
后
的
な
征
韓
行
動
と
い
う
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
低
い
生
産
し
か
な
い
地
域
で
成
立
し
っ
こ
な
い
。
日
本
で
は
鉄
器
の
大
量
生
産
は
六
世
紀
か
ら
な
ん
だ
か
ら
。
S


!
⑨
百
済
風
流
尊
重
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
奈
良
朝
を
経
て
王
朝
に
伝
わ
っ
た
。
S


!
①
満
州
国
支
配
に
は
何
も
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
な
い
。
S

!

②
近
代
ま
で
世
間
一
般
で
は
、
京
都
の
人
と
い
え
ど
も
天
皇
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
か
っ
た

S

!

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政 治


①
国
際
関
係
と
い
う
も
の
は
非
常
に
微
妙
な
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
二
重
、
三
重
に
積
み
重
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
な
か
な
か
日
本
人
と
い
う
地
理
的
環
境
の
な
か
で
は
わ
か
り
に
く
い
。
S

!

②
完
全
な
分
業
体
制
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
統
帥
法
で
あ
る
。
S

!

③
政
治
的
正
義
と
い
う
も
の
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
打
倒
し
よ
う
と
す
る
勢
力
と
の
競
合
の
過
熱
に
む
ご
い
結
果
を
生
み
、
そ
の
む
ご
さ
は
宗
教
裁
判
に
似
て
い
る
。
S


!
④
西
郷
の
征
韓
論
の
根
本
は
対
ロ
シ
ア
恐
怖
心
で
、
征
韓
論
か
ら
見
た
西
郷
の
世
界
戦

は
理
論
的
に
見
れ
ば
正
し
い
が
現
実
に
合
わ
な
か
っ
た
。
S


!
⑤
大
久
保
が
征
韓
論
に
反
対
し
た
の
は
、
朝
鮮
を
攻
め
る
た
め
に
軍
備
を
借
り
れ
ば
日
本
は
破
産
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
S


!
⑥
昭
和
初
期
に
信
長
の
よ
う
な
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
間
が
い
た
ら
、
満
州
に
ア
メ
リ
カ
の
資
本
を
入
れ
て
仲
良
く
し
、
ド
イ
ツ
と
は
適
当
に
付
き
合
っ
て
、
漁
夫
の
利
を
狙
え
る
時
期
を
待
っ
た
と
思
う
。
S


!
⑦
わ
れ
ら
は
、
外
交
問
題
で
い
つ
も
醒
め
た
状
態
で
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
「
柄
合
の
国
」
に
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
S


!
⑧
安
保
条
約
の
廃
止
に
対
し
て
、
観
念
的
に
は
賛
成
で
あ
る
。
S


!
①
日
本
人
は
、
絶
対
権
力
・
権
威
を
一
つ
の
も
の
に
考
え
る
の
を
嫌
が
る
。
S

!

②
核
拡
散
防
止
条
約
は
、
こ
っ
ち
だ
け
カ
ー
ド
を
広
げ
た
ト
ラ
ン
プ
を
や
る
よ
う
な
も
の
で
、
こ
ん
な
一
方
的
な
バ
カ
げ
た
話
も
な
い
。
S


!
③
幕
末
の
攘
夷
論
は
、
無
知
こ
そ
行
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
い
う
精
神
の
よ
う
な
も
の
。
S


!
④
今
は
特
効
薬
な
ど
期
待
せ
ず
に
、
社
会
は
苦
し
み
に
苦
し
ん
だ
ほ
う
が
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
S


!
⑤
今
は
「
文
」
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
、
日
本
人
は
退
屈
し
て
「
も
っ
と
緊
張
が
ほ
し
い
」
と
考
え
が
ち
な
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

S


!
⑥
戦
争
に
負
け
た
当
座
は
こ
れ
か
ら
面
白
い
日
本
人
が
出
て
く
る
と
思
っ
た
が
、
負
け
た
こ
と
を
知
ら
ん
若
い
衆
が
出
て
き
た
ら
、
元
通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
S


!
⑦
日
本
の
政
治
家
は
だ
い
た
い
「
口
舌
の
徒
」
で
あ
る
。
S


!
①
古
代
日
本
地
域
は
未
開
地
帯
だ
か
ら
、
文
明
の
意
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
朝
鮮
半
島
か
ら
や
っ
て
き
て
文
明
を
扶
植
し
た
場
合
、「
渡
来
」
と
い
う
言
い
方
が
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
S


!
②
明
治
の
陸
軍
参
謀
本
部
が
、
日
本
史
を
、
つ
ま
り
明
治
の
歴
史
観
を
つ
く
る
こ
と
の
母
体
も
し
く
は
推
進
役
、
も
し
く
は
刺
激
剤
の
役
目
を
果
た
し
た
と
い
う
の
は
、
私
に
資
料
が
す
く
な
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
S


!
③
日
本
の
参
謀
本
部
が
つ
く
ら
れ
た
と
同
時
に
、
参
謀
本
部
の
一
番
優
秀
な
連
中
が
ス
パ
イ
に
な
っ
て
―
主
に
朝
鮮
、
中
国
に
―
派
遣
さ
れ
る
の
が
常
例
に
な
っ
て
い
た
。
S


!
④
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
異
常
の
帝
国
主
義
時
代
で
、
日
本
が
強
国
に
な
る
に
は
侵
略
す
る
－
例
え
ば
「
征
韓
論
」
－
以
外
に
な
い
と
い
う
の
は
心
理
的
に
あ
る
も
の
で
、
正
義
で
あ
っ
た
。
S


!
①
い
く
ら
資
本
主
義
が
す
ば
ら
し
い
も
の
で
も
、
倫
理
や
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
大
変
で
あ
る
。
S

!

②
バ
ブ
ル
を
起
し
た
の
は
誰
か
と
い
う
よ
り
も
、
バ
ブ
ル
を
起
す
こ
と
に
つ
い
て
の
倫
理
観
が
我
々
の
伝
統
に
な
っ
た
。
S

!

③
我
々
は
昭
和

、

年
代
、
土
木
絶
対
主
義
み
た
い
な
時
代
を
経
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
今
は
そ
の
反
省
期
に
来
て
い
る
。
S


!
時 代

①
江
戸
時
代
は
き
ら
い
で
、
戦
国
時
代
の
方
が
好
き
で
あ
る
。
S


!
②
江
戸
時
代
に
は
人
間
が
あ
ま
り
な
い
し
、
体
制
は
退
屈
だ
っ
た
。
S




!
①
江
戸
時
代
に
こ
そ
文
明
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
は
文
明
は
な
い
。
S

!

②
大
正
・
昭
和
と
な
る
と
、
時
代
に
も
人
間
に
も
、
立
っ
て
い
る
基
盤
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
よ
く
見
る
と
何
も
な
い
。
秀
才
の
人
口
は
た
し
か
に
前
の
時
代
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
け
れ
ど
も
書
く
に
価
す
る
人
間
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
S

!

③
江
戸
期
と
い
う
社
会
の
い
や
ら
し
さ
は
こ
う
い
う
成
り
上
が
り
の
連
中
は
働
く
だ
け
働
い
て
必
ず
誰
か
に
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
S

!

④
江
戸
幕
府
の
制
度
は
ず
っ
と
複
数
制
で
あ
っ
た
。
S

!

⑤
明
治
期
の
国
民
的
世
論
と
い
う
の
は
、
実
に
難
し
い
。
S


!
①
徳
川
時
代
は
、
上
に
も
下
に
も
行
け
な
い
、
日
本
人
全
部
に
等
級
を
つ
け
た
社
会
で
あ
る
。
S

!

②
僕
は
昔
ば
な
し
が
き
ら
い
や
し
、
江
戸
文
化
を
何
も
礼
讃
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
文
明
が
秩
序
美
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
の
文
明
は
江
戸
時
代
で
極
ま
っ
て
、
そ
れ
で
終
っ
た
の
か
い
な
と
思
う
。
S


!
③
中
国
に
は
聖
人
が
出
る
、
本
朝
に
は
出
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
が
江
戸
時
代
の
日
本
の
儒
者
の
劣
等
感
だ
っ
た
。
S


!
①
私
は
、
日
本
ら
し
さ
の
出
発
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
か
ら
だ
と
い
つ
も
思
う
。
S

!

②
近
代
国
家
が
我
々
の
幸
福
の
源
泉
だ
と
い
う
考
え
は
、
明
治
維
新
以
後
の
日
本
人
は
無
造
作
に
そ
う
思
っ
て
き
た
し
、
こ
れ
に
馴
れ
て
し
ま
っ
て
古
代
も
ま
た
重
量
の
重
い
国
家
が
あ
っ
た
よ
う
に
錯
覚
し
が
ち
だ
け
ど
、
意
識
の
上
で
こ
れ
を
と
っ
ぱ
ら
な
い
と
古
代
は
解
り
に
く
い
。
S


!

戦 争

①
戦
争
は
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
。
S

!

②
太
平
洋
戦
争
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ド
イ
ツ
的
な
も
の
で
、
ヤ
マ
ト
国
の
伝
統
と
は
関
係
の
薄
い
。

S

!

①
原
理
の
な
い
日
本
を
あ
ま
り
に
も
追
い
つ
め
た
ら
、
日
本
は
も
う
、
武
力
し
か
な
い
。
S

!

①
戦
争
を
し
か
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
降
状
す
れ
ば
い
い
。
無
抵
抗
で
、
ハ
イ
持
て
る
だ
け
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
言
え
る
ぐ
ら
い
生
産
力
を
持
っ
て
い
れ
ば
済
む
。
S

!

②
私
は
非
武
装
論
者
で
あ
る
。
S

!



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③
太
平
洋
戦
争
は
倭
寇
戦
争
で
あ
る
。
S


!

文 化

日 本 ・ 日 本 人

①
日
本
人
の
原
形
は
「
た
お
や
め
ぶ
り
」
の
民
族
で
あ
る
。
S

!

②
日
本
人
は
原
理
に
鈍
感
で
あ
る
。
S



!

③
日
本
人
の
素
晴
ら
し
い
所
は
原
理
と
い
う
や
や
こ
し
い
も
の
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
所
で
あ
る
。
S


!
④
日
本
人
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
正
念
場
に
な
る
と
、
人
変
り
し
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
S


!
⑤
あ
ま
り
日
本
的
な
も
の
と
し
て
頑
張
り
す
ぎ
る
と
、
い
や
ら
し
い
も
の
に
な
る
。
S


!
①
日
本
人
は
常
に
何
か
頼
る
も
の
を
探
し
続
け
て
い
る
。
S

!

②
日
本
で
は
初
め
か
ら
「
原
理
」
が
な
い
。
S

!

③
対
外
危
機
感
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
は
地
理
的
環
境
と
し
て
非
常
に
鈍
感
で
あ
る
。
S

!

④
日
本
人
に
は
農
村
的
現
実
主
義
が
あ
る
。
S


!
⑤
日
本
人
の
集
団
と
い
う
も
の
は
い
ま
に
至
る
ま
で
だ
い
た
い
時
の
勢
い
に
順
応
す
る
の
が
正
義
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
二
流
の
人
の
正
義
で
あ
る
。
S


!
⑥
日
本
で
は
裏
切
り
の
方
が
た
と
え
二
流
的
行
動
で
あ
っ
て
も
一
種
、
安
定
へ
の
正
義
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
我
々
が
世
界
へ
出
て
行
く
場
合
に
、
一
番
格
好
が
つ
か
な
い
の
は
こ
れ
で
、
大
勢
順
応
と
い
う
形
で
い
く
の
は
二
流
の
国
家
で
あ
る
。
S


!
⑦
二
流
的
行
動
の
裏
切
り
こ
れ
が
あ
る
た
め
に
日
本
社
会
は
安
定
し
、
日
本
人
は
徹
底
的
な
悪
者
に
な
ら
ず
に
済
み
、
ヒ
ト
ラ
ー
的
な
大
悪
名
も
な
か
っ
た
。
S


!
⑧
金
銀
趣
味
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
多
分
に
海
外
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。


!
⑨
私
ど
も
は
や
っ
ぱ
り
む
つ
か
し
い
国
に
生
ま
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
か
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
た
い
れ
ば
、
外
交
な
ん
か
単
純
だ
か
ら
い
い
。
S


!
①
日
本
は
「
無
層
社
会
」
で
あ
る
。
S

!

②
日
本
人
は
頭
か
ら
単
一
民
族
で
あ
る
。
S

!

③
世
界
連
邦
な
ん
て
い
う
の
は
、
日
本
の
特
産
物
で
あ
る
。
S

!

④
日
本
人
は
、「
あ
っ
け
ら
か
ん
」
と
こ
ろ
が
あ
る
。
S

!

⑤
私
は
日
本
の
国
民
的
盛
り
上
が
り
な
っ
て
、
も
う
信
用
し
な
い
。
S

!

⑥
日
本
人
の
最
大
の
発
明
は
、
天
皇
で
あ
る
。
皇
帝
で
も
王
様
で
も
な
い
、
な
ん
か
捕
ま
え
所
の
な
い
存
在
で
あ
る
。
S

!

⑦
日
本
人
は
国
外
亡
命
を
考
え
ら
れ
な
い
た
ち
の
民
族
で
あ
る
。
S


!
⑧
外
か
ら
見
れ
ば
日
本
は
「
躍
起
の
形
相
」
で
あ
る
ら
し
く
、
そ
れ
は
日
本
の
宿
命
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

S


!
⑨
日
本
人
の
混
血
の
割
合
は
複
雑
で
、
だ
か
ら
、
日
本
に
は
い
ろ
ん
な
面
白
い
人
間
が
い
る
。
S


!
①
日
本
人
の
顔
は
、
猛
々
し
さ
を
持
っ
て
い
て
、
一
種
の
緊
張
感
が
あ
る
。
反
面
、
ア
ジ
ア
の
人
は
、
も
っ
と
大
気
に
溶
け
込
ん
だ
よ
う
な
、
景
色
に
合
う
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。
S

!


①
日
本
は
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
が
極
め
て
起
こ
し
や
す
い
国
で
あ
る
。
S

!

②
日
本
は
ペ
ロ
ン
と
し
た
国
で
あ
る
。
S

!

③
日
本
人
の
「
単
一
性
」
は
長
所
で
も
あ
り
、
短
所
で
も
あ
る
。

S

!
④
ほ
と
ん
ど
海
外
に
つ
い
て
は
無
知
で
、
増
悪
か
過
度
の
尊
敬
の
念
で
見
て
い
た
し
、
今
も
続
い
て
い
る
。
S


!
日 本

文 化

①
日
本
は
ミ
ニ
中
国
で
あ
る
。
S

!

②
日
本
文
化
の
起
源
は
室
町
か
ら
で
あ
る
。
S

!

③
日
本
文
化
は
開
放
の
「
金
」、
閉
鎖
の
「
銀
」
の
世
界
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
閉
鎖
期
に
日
本
的
な
も
の
が
生
ま
れ
た
。
S

!

④
閉
鎖
の
江
戸
初
期
は
豪
華
な
金
の
世
界
を
ま
ね
た
異
常
な
時
期
で
、
日
光
は
日
本
的
な
も
の
で
は
な
い
。

S

!
⑤
日
本
社
会
は
裏
側
の
あ
る
ド
ラ
マ
性
を
持
っ
て
い
る
。
S

!

①
縄
文
人
は
サ
ハ
リ
ン
か
ら
来
た
の
で
は
な
い
か
。

S

!

②
自
由
民
権
運
動
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
面
が
あ
っ
て
、
不
平
士
族
の
旗
じ
る
し
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
自
分
は
軽
視
す
る
。
S


!
③
日
本
人
に
は
、
徹
底
的
な
危
機
感
が
な
い
か
ら
、
裏
切
り
と
い
う
も
の
を
何
と
な
く
働
き
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
。
S


!
④
倭
寇
は
平
和
に
貿
易
す
る
時
、
金
銀
で
は
な
く
書
画
を
欲
し
が
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
海
賊
、
貿
易
商
は
世
界
に
な
か
っ
た
と
思
う
。
S


!
⑤
日
本
に
は
宝
石
を
尊
ぶ
と
い
う
伝
統
が
ま
っ
た
く
な
い
。
＜
S

＞

⑥
自
由
民
権
運
動
の
評
価
は
じ
つ
に
む
つ
か
し
い
。
S


!
⑦
日
本
文
化
に
普
遍
性
が
な
い
の
は
、
日
本
人
自
身
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
。
S


!
①
日
本
は
相
対
的
思
考
法
の
国
で
あ
る
。
S

!

②
日
本
民
族
の
相
対
的
体
質
は
、
案
外
我
々
を
救
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
S

!

③
日
本
で
は
建
て
前
と
内
実
が
ち
が
う
。
S


!
④
日
本
は
「
武
」
に
よ
っ
て
統
御
す
る
と
、
比
較
的
安
定
す
る
社
会
か
も
し
れ
な
い
。
S


!
⑤
「
侠
」
と
ま
で
い
か
な
く
て
も
、「
友
」
と
い
う
も
の
が
日
本
に
は
あ
ま
り
発
達
し
な
か
っ
た
。
S


!
⑥
「
侠
」
の
精
神
は
縦
割
り
の
日
本
社
会
に
合
わ
な
い
。
S


!
⑦
日
本
社
会
の
大
抵
は
「
臨
戦
体
制
的
緊
張
」
の
も
と
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
S


!
⑧
日
本
の
大
社
会
に
銃
と
大
砲
を
持
た
せ
る
と
、
そ
の
ま
ま
軍
隊
に
な
る
し
、
戦
闘
意
欲
に
旺
盛
で
あ
の
ま
ま
軍

①
日
本
人
は
一
つ
の
文
化
に
呼
吸
し
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
す
る
。
S

!

②
日
本
文
化
に
は
原
理
的
な
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
。
S

!

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事
的
に
転
換
し
て
も
戦
争
が
で
き
そ
う
な
気
が
す
る
。
S


!
⑨
大
人
口
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
至
上
命
令
は
、
時
に
は
強
迫
観
念
に
な
り
、
時
に
は
そ
れ
が
、
国
家
行
動
の
正
当
理
由
と
な
っ
て
、
侵
略
を
思
い
立
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

S

!

文 化

①
古
い
伝
統
を
作
る
に
は
、

年
ぐ
ら
い
か
か
る
。

S

!

①
正
義
と
い
う
の
は
多
分
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ
り
、
多
分
に
得
手
勝
手
な
も
の
で
あ
り
、
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
S


!
②
正
義
は
必
ず
滅
び
て
い
る
。
S


!
③
今
の
ア
ジ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
か
ら
、
単
純
な
地
域
論
は
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
は
日
本
人
に
と
っ
て
生
臭
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
。
S




!
①
あ
ら
ゆ
る
思
想
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
S

!

②
飢
餓
へ
の
恐
怖
心
が
宗
教
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
生
ん
で
い
る
。
S

!

③
共
同
幻
想
と
細
分
化
は
下
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
S


!
④
文
明
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
唯
一
の
例
外
は
、
世
界
史
上
、
徳
川
時
代
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

S

!

⑤
猛
烈
思
想
の
持
主
が
現
わ
れ
る
場
所
と
い
う
の
は
、
も
う
ア
フ
リ
カ
あ
た
り
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
S


!
①
中
国
大
陸
の
文
明
の
伝
播
は
、
地
中
海
を
島
か
ら
島
へ
広
が
っ
て
い
く
形
で
は
な
く
、
海
を
恐
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
S

!

②
山
を
裸
に
す
る
技
術
、
そ
の
技
術
の
上
に
古
代
冶
金
文
明
が
出
来
上
が
る
。
そ
し
て
世
界
で
も
稀
な
く
ら
い
森
林
の
復
元
力
の
盛
ん
な
日
本
で
、
鉄
器
が
栄
え
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。
S


!
①
文
明
論
が
合
理
と
論
理
の
整
合
の
み
で
展
開
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
文
化
は
極
め
て
非
合
理
な
も
の
で
あ
る
。
S

!

②
文
化
は
非
合
理
で
あ
っ
て
こ
そ
文
化
で
あ
る
。
S

!

③
琵
琶
湖
に
「
神
」
を
感
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
S


!
④
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
、
つ
ま
り
、
自
分
の
文
化
が
最
高
に
い
い
と
い
う
の
を
、
人
間
は
も
う
本
性
に
近
い
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
る
。
S


!
人

・

人 類


①
野
蛮
と
い
う
の
は
、
い
い
言
葉
で
あ
る
。
文
明
に
対
す
る
野
蛮
で
、
野
蛮
の
中
に
は
野
蛮
の
原
理
が
あ
る
。
S

!

①
政
治
に
も
、
人
生
に
も
教
科
書
は
な
い
。
S


!
②
僕
は
釈
迦
様
が
好
き
で
す
か
ら
、
人
類
は
滅
び
て
も
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。
S


!
③
人
類
は
ア
ホ
な
所
が
あ
っ
て
、
こ
の
文
明
と
い
ず
れ
は
心
中
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
な
ら
な
い
。
S


!
④
臓
器
移
植
を
し
て

年
ほ
ど
生
命
を
伸
ば
し
て
た
っ
て
、
別
の
味
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
S


!
⑤
人
類
の
問
題
は
偉
大
な
る
支
配
者
が
現
わ
れ
て
、
そ
の
人
物
に
偉
大
な
る
権
力
を
持
た
せ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
S


!
①
人
間
・
人
類
は
全
部
、
頭
は
平
等
で
あ
る
。
S


!
①
子
供
の
心
を
持
た
な
い
大
人
は
つ
ま
ら
な
い
。
S

!

②
人
類
と
か
人
間
と
い
う
よ
う
な
普
遍
的
な
言
葉
は
、
実
際
に
は
実
体
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
S


!
人 物


①
西
郷
隆
盛
は
原
理
性
の
あ
る
革
命
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
S



!
②
福
沢
の
場
合
は
、
江
戸
原
理
を
否
定
し
つ
く
せ
ば
日
本
は
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
う
、
だ
か
ら
こ
そ
新
原
理
を
置
か
な
く
て
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
う
い
う
明
快
な
思
想
家
は
、
彼
一
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
S

!

③
い
ま
こ
そ
、
福
沢
的
原
点
に
立
ち
還
れ
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
い
い
。
S

!

④
安
部
正
弘
と
島
津
斉
彬
が
日
本
近
代
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
S



!
⑤
菅
原
道
真
に
は
政
治
家
と
し
て
の
資
質
が
非
常
に
す
く
な
か
っ
た
。
S

!

⑥
私
は
西
郷
が
好
き
だ
が
、
征
韓
論
は
ど
う
考
え
て
も
結
構
じ
ゃ
な
い
。
S


!
⑦
西
郷
は
封
建
勢
力
も
美
学
的
に
は
愛
し
①
私
は
織
田
信
長
と
い
う
一
個
の
思
想
的
毒
素
が
好
き
で
、
彼
の
無
神
論
は
世
界
史
上
希
有
な
こ
と
で
あ
る
。

S

!



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な
が
ら
自
由
民
権
運
動
も
許
容
す
る
、
そ
し
て
そ
う
思
わ
れ
る
片
鱗
は
い
く
つ
も
あ
る
。
S


!
⑦
後
醍
醐
天
皇
は
、
体
を
動
か
し
て
の
行
動
性
と
か
、
政
治
的
に
も
哲
学
的
に
も
一
種
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
も
っ
て
い
た
。
S


!
⑧
信
長
が
非
常
に
格
調
の
高
い
無
神
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
世
界
的
な
意
味
が
あ
る
。
S


!
仏 教

①
仏
教
は
宗
教
と
哲
学
で
は
な
く
、「
美
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
S

!

②
日
本
人
に
適
合
し
た
宗
教
は
「
禅
」
で
あ
る
。
S

!

③
日
本
の
仏
教
は
、
う
な
ぎ
食
わ
ず
に
う
な
ぎ
の
蒲
焼
の
匂
い
だ
け
を
嗅
い
で
い
る
よ
う
な
感
じ
の
も
の
で
あ
る
。
S


!
①
日
本
で
の
宗
教
は
、
一
大
昂
揚
を
発
し
て
も
そ
の
程
度
で
終
わ
る
。
S

!

②
室
町
文
化
は
禅
一
色
で
、
禅
は
一
種
の
合
理
主
義
で
あ
る
。
S


!
③
表
徴
性
が
通
用
せ
ず
、
ナ
マ
な
具
象
性
で
宗
教
的
感
動
が
起
こ
る
の
は
、
日
本
人
に
は
解
り
難
い
。
S


!
①
聖
徳
太
子
は
、
仏
教
を
思
想
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
種
の
芸
術
的
シ
ョ
ッ
ク
に
や
ら
れ
た
。

S

!

②
一
神
教
が
わ
か
ら
な
い
し
、
絶
対
的
な
る
随
順
感
覚
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
S

!

③
「
禅
」
は
天
才
の
た
め
の
道
だ
と
思
う
。
S

!

④
日
蓮
宗
は
、
日
本
人
の
縄
文
的
体
質
と
い
う
か
、
荒
々
し
い
土
着
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
触
発
す
る
所
が
あ
る
。

S

!


儒 学

・

儒 教

①
日
本
の
忠
義
は
、「
犬
の
忠
義
」
で
、
鎌
倉
か
ら
始
ま
っ
た
。
S

!

②
儒
教
は
、
生
活
規
範
・
体
制
の
こ
と
で
、
ブ
ッ
キ
ッ
シ
ュ
な
も
の
で
あ
る
。

S

!

③
日
本
人
の
忠
義
は
儒
教
じ
ゃ
な
い
。
S


!
④
日
本
人
の
忠
と
い
う
の
は
、
主
人
に
対
す
る
忠
義
を
い
い
ま
す
。
S


!
⑤
儒
教
は
書
物
で
は
な
く
て
、
社
会
体
制
で
あ
る
。

S

!

①
徳
川
の
三
河
の
家
臣
団
は
「
犬
の
忠
誠
心
」
を
も
っ
て
い
た
。
S

!

①
豊
臣
期
の
処
世
訓
的
な
儒
者
が
、
徳
川
時
代
に
入
っ
て
朱
子
学
と
い
う
合
理
主
義
に
な
っ
て
い
く
。
S

!

②
建
て
前
と
内
実
の
別
は
、
儒
教
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。
S

!

③
陽
明
学
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
日
本
人
の
何
か
と
結
び
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
S


!

①
礼
儀
作
法
は
大
事
で
あ
る
。

S

!

②
縄
文
人
だ
っ
て
き
ち
ん
と
礼
儀
作
法
が
あ
っ
て
、
貝
を
ち
ゃ
ん
と
葬
っ
て
い
る
。
S

!

神 道

①
日
本
人
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
神
道
で
あ
る
。

S

!

②
国
家
神
道
は
邪
道
で
あ
る
。
S


!
③
「
痴
呆
的
空
白
」
と
い
う
も
の
が
神
道
で
あ
る
。

S

!

④
神
仏
混
淆
と
い
う
の
は
、
朝
鮮
人
も
中
国
人
も
笑
う
。

S

!

①
天
神
さ
ん
は
非
常
な
る
儒
学
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
中
国
風
の
小
道
具
で
お
慰
め
す
る
ほ
う
が
い
い
。
S

!



①
日
本
神
道
に
は
教
養
も
な
に
も
な
い
が
、
木
の
神
が
降
り
て
く
る
と
い
う
教
養
だ
け
は
あ
る
。

S

!

武 士 論

①
忠
臣
蔵
の
事
件
と
い
う
の
は
き
ら
い
。
S


!
②
日
本
的
武
士
は
鎌
倉
時
代
か
ら
で
あ
る
。
S


!
①
人
間
の
行
動
を
美
し
く
さ
せ
る
基
準
、
原
理
が
侍
社
会
に
は
あ
っ
た
。
S

!

②
武
士
の
原
形
は
「
鎌
倉
武
士
」
で
あ
り
、
一
種
の
原
理
を
持
っ
た
武
士
は
「
江
戸
武
士
」
と
「
薩
摩
武
士
」
で
あ
っ
た
。
S

!




土 地

・

米


①
田
中
さ
ん
の
「
日
本
列
島
改
造
論
」
は
い
わ
ば
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
の
演
技
で
、
決
し
て
公
的
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
S


!
②
農
村
漁
村
と
い
う
産
業
地
理
的
に
い
え
ば
、
明
治
ま
で
の
日
本
は
一
種
の
完
全
国
土

①
土
地
は
原
則
と
し
て
は
、
共
有
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
に
生
き
て
い
る
百
姓
は
無
競
争
の
心
を
も
つ
。
こ
れ
が
朝
鮮
半
島
の
百
姓
の
姿
で
、
今
も
そ
の
匂
い
を
残
し
て
い
る
。
S

!

①
少
な
く
と
も
土
地
問
題
を
い
た
ぶ
っ
た
と
い
う
意
味
で
の
倫
理
的
な
意
味
で
決
算
し
て
お
か
な
い
と
、
次
の
時
代
は
な
い
。
S

!

②
日
本
の
土
地
は
共
有
す
べ
き
だ
。
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で
あ
っ
た
。
S


!
S

!

③
土
地
は
本
来
天
の
も
の
で
あ
る
。
S

!

④
米
の
問
題
は
、
経
済
以
上
に
哲
学
的
に
考
え
込
ん
で
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
S

!

⑤
日
本
人
の
米
に
対
す
る
感
情
は
、
一
種
の
神
国
思
想
で
あ
る
。

S

!
⑥
土
地
は
供
託
す
べ
き
で
あ
り
、
自
分
は
真
っ
先
に
供
託
す
る
。
S

!

⑦
土
地
問
題
も
食
糧
問
題
も
、
も
っ
と
大
き
な
文
明
理
論
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
S

!

国 際 関 係

朝 鮮

①
渤
海
国
は
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
の
国
家
で
あ
る
。

S

!
②
朝
鮮
は
中
国
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
政
治
・
文
学
で
あ
る
。
S

!

③
百
済
は
中
国
の
六
朝
文
化
の
影
響
を
受
け
た
。

S

!

①
朝
鮮
人
に
は
、
一
族
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
特
別
な
原
理
を
も
っ
て
い
る
。
S

!

②
朝
鮮
は
、
ミ
ニ
中
国
で
あ
る
。
S


!
③
朝
鮮
の
姓
名
が
中
国
式
に
な
っ
た
の
は
、
政
府
の
思
惑
の
た
め
で
あ
る
。
S


!
④
漢
文
の
読
み
方
も
シ
ナ
音
で
読
ん
だ
か
ら
、
朝
鮮
の
民
族
言
語
に
よ
る
文
化
と
い
う
も
の
が
発
達
し
な
く
て
、
日
本
の
室
町
期
に
な
っ
て
、
や
っ
と
『
春
香
伝
』
が
出
て
く
る
。
S


!
①
朝
鮮
人
は
政
治
的
論
理
を
つ
く
る
こ
と
で
は
優
れ
た
能
力
を
盛
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
建
て
前
主
義
で
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
人
の
よ
う
に
ク
ル
ク
ル
と
変
わ
ら
な
い
し
、
変
れ
な
い
。
S

!

①
も
し
朝
鮮
半
島
と
い
う
、
東
ア
ジ
ア
の
古
く
か
ら
の
文
明
が
半
島
の
形
で
北
九
州
に
接
し
て
い
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
長
く
未
開
の
時
代
が
続
い
た
ろ
う
。
S

!

②
朝
鮮
船
が
漂
着
し
た
と
い
う
の
は
、
面
白
い
言
い
方
だ
し
、
日
本
史
の
中
で
ま
だ
光
の
あ
た
っ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。
S


!
③
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
、
百
済
は
、
六
朝
と
の
接
触
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
S


!
④
日
本
で
鉄
が
国
産
化
、
大
量
生
産
に
な
っ
た
の
は
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
で
、
そ
れ
ま
で
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
。
S


!
⑤
朝
鮮
の
普
通
の
家
庭
の
食
器
、
そ
の
他
雑
器
が
、
焼
き
物
か
ら
金
属
器
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
高
麗
青
磁
か
ら
李
朝
白
磁
へ
急
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
心
理
が
底
に
働
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
S


!
①
朝
鮮
と
の
貿
易
は
、
決
し
て
清
国
貿
易
や
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
よ
り
劣
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

S

!

②
朝
鮮
は
亡
ん
だ
中
華
、
明
の
唯
一
の
後
継
者
だ
か
ら
「
小
」
を
つ
け
て
自
ら
小
華
と
呼
ん
だ
。
S


!
③
朝
鮮
の
葬
式
の
服
装
を
平
安
時
代
の
菅
原
道
真
と
か
光
源
氏
が
強
装
束
で
着
て
い
た
。

S

!

④
異
国
人
は
高
麗
人
と
決
め
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。
S


!
⑤
韓
国
人
と
付
き
合
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
。
一
番
近
い
隣
人
で
す
か
ら
、
若
い
人
も
ぜ
ひ
韓
国
人
の
い
い
友
た
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
S


!
中 国

①
中
国
は
、
地
上
に
生
え
た
も
の
、
地
上
に
動
い
て
い
る
も
の
、
目
に
見
え
る
も
の
、
食
べ
る
も
の
が
で
き
る
も
の
し
か
認
め
な
い
。
S

!

①
い
ま
の
中
国
人
は
、
日
本
人
を
こ
わ
が
っ
て
は
い
な
い
。
論
理
が
一
応
通
っ
て
い
る
か
ら
。
し
か
し
、
そ
の
論
理
が
消
え
て
行
動
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
を
、
や
は
り
警
戒
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
S

!

②
中
国
の
皇
帝
は
天
下
に
一
人
で
他
国
は
蕃
国
だ
と
い
う
中
国
的
な
秩
序
感
覚
は
、
当
時
の
世
界
常
識
で
、
そ
れ
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
関
係
な
い
。
S




!
①
昔
か
ら
日
本
は
、
中
国
の
現
実
を
理
解
す
る
と
い
う
関
心
の
示
し
方
を
せ
ず
、
あ
る
部
分
を
理
想
化
し
、
尊
敬
し
っ
放
し
で
き
た
。
S


!
②
中
国
人
の
ほ
う
が
現
実
的
な
く
せ
に
、
反
面
、
民
族
共
通
の
一
理
念
に
対
し
て
ひ
ど
く
充
実
で
あ
る
。

S

!

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
武
」
で
、
中
国
は
「
文
」
で
あ
る
。
S


!
④
日
本
人
は
古
来
貧
乏
で
、
個
人
の
財
布
を
は
た
い
て
も
、
中
国
風
の
礼
な
ど
は
と
て
も
つ
く
せ
な
い
。

S

!

①
中
国
も
朝
鮮
も
半
乾
燥
地
帯
で
、
樹
木
の
復
元
力
が
少
な
い
、
日
本
の
よ
う
な
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
比
べ
れ
ば
。
S

!

①
日
本
は
、
中
国
に
対
し
て
常
に
贖
罪
意
識
が
働
く
。
S

!

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